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中規模歴史博物館での新 しい活動の展開

竹中大工道具館を事例として

川 畑 戊 男

要旨 竹中大工道具館が近年実施 してきた新 しい施策とその成果,及 び今後の活動の方向性

について,国 内博物館の現状と共に分析 し,以 下の特性を指摘することができた。

1国 内博物館の入場者数は減少傾向にある中で,当 館は来館者層拡大施策の積極的な推

進により,入 館者数は増加傾向になっている。

2博 物館の研究職員が減少傾向にある中で,当 館はその比率と質を高め,他 機関との提

携を深化することで研究領域を拡大 している。

3今 後,当 館は入館者数の増大のみを求めるのではな く,専 門分野の研究と幅広い活動

を更に進めて社会的認知度を向上 し,生 涯学習社会に貢献できる専門博物館を目指す

べきと考える。

キーワー ド 竹中大工道具館,

原稿受理日2012年9月5日

公益財団法人,登 録博物館,歴 史博物館,生 涯学習社会

Abstract About the new policy which Takenaka Carpentry Tools Museum has 

implemented in recent years, its result, and the directivity of future activity, it was able 

to analyze with the present situation of the domestic museums, and was able to point 

out the following features. 

 1. Although the number of visiters of a domestic museum is decreasing, our museum 

     performs the expansion activities of a visiter's layer positively, and the number of 

     visiters has begun to increase. 

 2. Although the number of researcher of a museum is decreasing, our museum raised 

     the ratio and quality, and the research area is expanded by enhancing the tie-up 

     with other organizations. 

 3. Our museum further advances research of a special field of study, and a wide 

     range of activities rather than asks only for increase of the number of visiters, 

     and raises the degree of social cognition, and I will think from now on that the 

     special museum which can contribute lifelong learning society should be aimed at.
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1.は じ め に

竹中大工道具館は,歴 史的な大工道具の展示を中心と

した㈱竹中工務店の企業博物館として,1984年 に神戸市

中央区で開館 された。

その後,1989年 には財団法人に,1990年 には登録博物

館 となり,公 益法人 として活動して成果を上げ,2009年

7月 には累計来館者数20万 人を達成した。また,2012年

4月 には財団法人から公益財団法人への移行が内閣府に

より認定 された。

当館は現在職員11名,建 築面積約1千 ㎡,入 館者数約

1万 人/年 で,い わゆる中規模の歴史博物館であるが,

歴史的な大工道具の展示という分野の特殊性もある中で,

に有効な施策が打てない状況であった。

入館者が伸び悩んでおり,充 分

しかし,最 近の10年 間は当館人材の刷新 も含め,活 動の形態を 「待ち」か ら「攻め」に大き

く変えてきた。ここでは,当 館の活動の実績データと,政 府統計である 「社会教育調査(博

物館調査)」のデータを連結 して分析 し,活 動の成果と社会における当館の位置づけを明確

にし,今 後の活動の方向性を模索 したい。

2.国 内の博物館 の現状

国内の博物館の現状 については,文 部科学省により 「社会教育調査」が3年 ごとに実施さ

れており,そ の一部として 「博物館調査」の結果が公表 されている。ここでは2010年4月 に

公表された 「2008年度統計調査結果」を中心に活用 して特徴を把握 した。

博物館は,博 物館法により表2.1の様に分類されている。この中で博物館相当施設は博物

館法 に従 うものの,登 録博物館より登録条件が緩い博物館である。当館が所属 している登

録博物館は907館 で全体の16%と 少ない。その中で歴史博物館は315館(5%)で ある。

博物館の種類(歴 史博物館,美 術博物館)と 設置形態(登 録博物館,博 物館相当施設)

を2*2分割表 として捉えると,各 セルでの設置比率に偏 りが見 られる(κ2検 定,κ2=14.98

危険率1%)。 実際,歴 史博物館では登録博物館 は期待設置数338.9に 対 し実績設置数315
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と少なあに,ま た,美 術博物館では登録博物館は期待設置数349.1に 対 し実績設置数373と

多めに設置されている。

表2.1国 内の博物館数の状況(注1)

設置形態

種類

博物館法による博物館
博物館法によらな
い博物館

合計

登録博物館 博物館相当施設 小計 博物館類似施設

歴史博物館 315 121 436 2,891 3,327

美術博物館 373 76 449 652 1,101

その他 219 144 363 984 1,347

合 計 907 341 1,248 4,527 5,775

比率(%) 16% 6% 22% 78% 100%

次に,登 録博物館 と博物館相当施設の設置数からみた,各 都道府県の位置状況は図2.1

のとおりである。東京については都市の規模から判断 してほぼ妥当なバランスと考え られ

るが,長 野県と北海道は他とは異なったバランスにある。長野県は,登 録博物館が70館 と

他都道府県より大 きいが,こ の中で旧民法第34条 による財団法人,社 団法人等が23館 と他

の都道府県と比較 して多い。同様に北海道は,登 録博物館45館 中,市(区)町 立の館が20

館 と多いことが特徴として挙げられる。 また当館が立地する兵庫県は,ほ ぼ平均的なバラ

ンスにある。

図2.1都 道府県別博物館数(注1)

「登 録博物館 と博物 館相 当施設」1,248館 に ついて,博 物館 の種類(3カ テゴ リー)毎の館数 と,

そ こに所属 す る専任の職員数の推移を図2.2に 示 す。当館 が所属 している歴史博物館 と,美
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術博物館(美 術館)の 数はほぼ同様に増加の傾向を保っている。 しか し,動 物園,植 物園

等が含 まれている 「その他」 については,昨 今の社会情勢もあり館数(園 数)が 伸び悩ん

でいる。 これらの1,248館 の専任の職員数は,昨 今の社会の景気動向の影響 もうけ,2005

年 より減少傾向にある。

博物館類似施設を含む5,775館 に対する博物館1館 当 りの平均年間入館者数は,図2.3に

示すとおり各種の博物館共 に減少の傾向がみられる。その中で歴史博物館は,他 の種類の

博物館 に比較 して絶対数が少な く,2007年 で年間20,000人 強である。

図2.3博 物館及び博物館類似施設における1館 当りの年間入場者数の推移(注1)

博物館をその建築面積別に分類 した博物館数を図2.4に 示す。財団法人,社 団法人等のい

わゆる旧民法34条 による設立博物館の建築面積は,1,000㎡ を中心に多 く分布 しているが,

都道府県及び市立等の博物館では,3,000㎡ 以上の大規模館が多い。
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図2.4建 物面積別博物館数(登 録博物館、博物館相当施設)(注1)

竹中大工道具館は,1980年 より全国各地で大工道具の収集を始め,約1万 点収集できた

1984年 に,神 戸市で開館した。

設立趣 旨は,「 … 電動工具が普及す る現在にあって,次 第に消えてい く古い時代の道

具,優 れた道具を民族遺産として収集,保 存 し,こ れらの研究,展 示を通 じて工匠の精神

や道具鍛冶の心を後世 に伝えてい くため … 」である。

企業博物館 としての約5年間の活動実績をもとに,1989年11月,運 営母体として財団法人

の設立が認可され,1990年1月,博 物館法に基づ く歴史博物館として,兵 庫県教育委員会

の保管する原簿に登録(登 録博物館 第18号)さ れて,企 業から独立 した公益法人として

の活動が始 まった。 また,2008年12月 の公益法人制度改革法の施行を受け,2012年4月 に

は公益財団法人 として認定を受けた。(内 閣府 府益担第1997号)。

当公益財団法人の目的は,「定款第3条 」で,「 この法人は,大 工道具及び資料を収集,

保存 し,そ れらを展示するとともに調査研究を行い,地 域社会における教育,学 術の振興

及び建築文化の発展に寄与す る。」としている。この目的を実現するための当館の活動の

基本事業が,『定款第4条 』に以下のとお り成文化されている。

1)大 工道具及び建築関連資料等の収集及び保管

2)大 工道具及び建築関連資料等の展示及び公開

3)大 工道具及び建築関連資料等に関する調査研究及び研究誌の発行

4)教 育,学 術及び文化に関する普及及び支援活動

5)竹 中大工道具館の管理,運 営

6)そ の他 この法人の目的を達成するために必要な事業
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現在の当館の規模は,理事8名,

評議員9名,監 事2名,館 長を初

あとした専任職員11名,建 築面積

約1千 ㎡,年 間入館者数約1万 人

である。

今 日までに収集 した資料は,大

工道具を中心 とした 約27,000余

点に上 り,そ の内約1,200点 を常設

展示 している。

大工道具のすばらしさを味わえ

第59巻 第2号

写真3.1館 内展示の様子

るよう,① 「伝え る(道 具 の歴史,海 外 の道具)」,② 「造 る(大 工の技,鍛 冶の技)」,③

「極 める(輝 きを放つ道具 たち)」 と題 して,テ ーマ ごとに実物を展示す ると共 に,団 体や

希望者 には研 究員 による展示の解説を行 って いる。 またテーマ毎 に映像を作成 し,ビ デオ

ブースでの視聴 サー ビス も行 ってい る。現在 までに当館 が製作 し,視 聴可能 な映像 は,「 大

工道 具 と日本 建築の歴史」,「木挽職」,「JapaneseCarpentryTools」 な ど59タ イ トルで計

494分(8時 間 強)と な ってい る。

4.新 しい館活動 の展 開

当館の建築面積は,財 団法人の博物館としてほぼ平均的規模であるが,年 間入館者は1

万人程度 と,図2.3に 示 した歴史博物館の年間平均入館者数2万 人強には遠 く及ばない。

そのたあ,2003年 からは,表4.1に 示すようなサービズの向上のための施策の実施が,結

果として入館者の増加に繋がると考え,一 般社会や学識者,職 人から親 しまれ,特 徴を持

った専門博物館となるべ く活動を推進 してきた。
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表4.1館 活動の新 しい施設

(1)人 的基盤の充実 ・強化

1984年 の本館開館後は,資 料類の収集 ・保管 ・整理に重点を置いた活動を展開 し,そ の

後は,大 工道具や建築史の調査研究を続けて成果を蓄積 してきた。2003年 頃より,そ の実

績を企画展などで外部 に発信 していった。これらの活動を支える人的基盤の強化策として

学芸員の交代 も進めた。公募により,外 国人も含めて,学 芸員よりむ しろ研究員という位

置づけで,建 築史系の研究者の採用を強化 した。また,高 度な レベルで大工道具を実際に

扱える大工棟梁を,技 能員として採用 した。

これらの強化策を進めることで,現 在では学芸系職員7名 のうち,5名 が博士号を取得

している。大工道具専門の博物館として,学 術的な面を担当する研究員と,手 道具として

の大工道具を実際に活用できる技能員がバランスし,幅 広い活動が可能 となった。図4.1

からも読み取れるように,当 館の人材の配置状況は歴史博物館の平均的配置と大きく異な

っており,研 究人材が充実 した大工道具館という事ができる。
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図4.11館 当 りの平均専任職員数(登 録博物館、博物館相当施設)(注1)

(2)館 外大都市での企画展開催推進

当館では,開 館以来必要な時に館外で企画展を開催 していた。2004年 から開館20周 年記

念事業 として実施した7都市での巡回展をスター トとして,毎 年新 しいテーマを設定 し,東

京や名古屋等の大都市で企画展を開催する事を原則とした。館外での企画展の開催は,会

場の確保 ・設営 ・運営,展 示資料の運搬 ・展示などで多大な労力と多額の費用が発生する

が,実 際に実施してみて,地 元の人にも多 くの刺激を与えることが出来,当 館を認知 して

頂 くたあに大きな効果を実感 している。かって札幌で開催 した時には,「 こんな博物館
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が あ るとは知 らなか った。 今度ぜ ひ神戸の本館 に行 きます。」 との嬉 しい言葉 も頂 いた。
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図4.2本 館展示と館外展示への入場者数の推移

(3)子 供 とのふれあいの場の提供

子供達 に刃物である大工道具を使わせ

て,椅 子やマガジンラックを製作 したり

する体験教室は,怪 我等の リスクと,3

～4名 に1名 の大人の指導者が付かない

となかなか成功 しないという非効率さか

ら,なかなか実施に踏み切れなかったが,

2004年 より本格的に実施した。特に毎年

の「夏休みこども体験教室」はす ぐ満杯に

なり,追 加開催を行なっている。当館は

常設の木工室を持っていないが,今 後は

■■■■■■■■■■r一 ■■■幽■■■■■ 卜

璽 昌溺 膨
"翻 ㌔, ・ゼ 鞠 ・

よ 　

包撃雛 茎
唱 噌 昌.」1

写真4.3い す製作体験教室の様子
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木工室,機 械工作室などを常備 し,体 験教室,木 工教室などを充実 して行きたい。

また,2004年 より,当館職員が小中学校に出向き,大 工道具に関する講義を行なったり,

や りがんなの削 り体験を行なう 「出張授

業」の積極的な展開を実施 した。 この出

張授業は,1ク ラス単位で行なわれ,終

了後,受 講生徒 によって表4.3の ような

「学級新聞」を作成するなど,多 くの生徒

に影響を与えている。

大 工 さん ってスゴ イッ11

写真4.5子 供達が作った学級新聞

(4)研 究者,職 人との人的交流の場の充実

開催する企画展では,「 木の匠と鉄の匠」,「棟梁」,「 茅葺屋根」など毎年新 しいテー

マを設定 し,当 館研究員が1年以上かけて,そ の分野の著名な学識者や大工,鍛 冶,左 官な

どの職人の協力を頂きながらチャネルを築き,企 画展を作 り上げていく。この過程で,信

頼関係や人的チャネルが形成され,企 画展終了時には関連技術も当館に蓄積される。毎年

このような繰 り返 しにより,幅 広い人的チャネルの構築や技術の蓄積が実現 し,以 後の館

活動の大 きな資産 となっている。 また,支 援者に対 し当館ノウハウ提供や協業体制により

イベン ト実現の協力を行なう協業体制も実現できた。このように日本の各地にお互いに協

力し合える職人 さん達 との交流チャネルが形成され,遠 隔地で企画展などを開催するとき

には,貴 重な支援を頂けるようになった。これらは,先 に述べた当館の人的基盤の強化に

よって,著 名な学識者や職人の専門能力,知 識を理解できる基盤ができたのも大きな要因

となっている。
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炉

㍉憐鍵 響

郵 騰1嘱 撫 」
写真4.6奈 良見学説明会実施風景

曲 一

写真4.7講 演会の様子(2011年 神戸)

(5)当 館研究員の成果発表の場の強化

当館の研究員の研究成果は,年1回 発行

される研究紀要や,学 会などに論文として

発信される。2003年 よりは新 しく 「技と心

セ ミナー」を隔月で開催 し,当館の研究員や

外部の学識者や職人が講師となって,一 般

参加者 に研究成果の発表や中間報告を行な

っている。2011年 末で計50回 開催され,累

計で2,360名 の人が参加された。学識者と当

館研究者 との人脈の形成としては,

、
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写真4.8研 究員によるセミナーの様子

2003年 より 「研究交流会」を当館で開催 し,外 部学識

者を交えて当館研究員との専門分野についての議論や,外 部機関の研究プロジェク トへの

参画などにより,学 識者 と情報交流を行なっている。

(6)ボ ランティアによる館活動の活発化

2008年 社会教育調査によると,登 録博物

館・博物館相当施設1,248館 の内,ボ ランテ

ィアの登録制度を実施 しているのは462館

(37%)で ある。当館は2007年 にボランティ

ア制度を導入 し大工道具の研ぎ等の手入を

中心 に支援を頂いている。

所蔵 されている当館の大工道具類約2万

点は,常 に使用出来る状態にして展示する
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写真4.9ボ ランティアによる削 り体験活動
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ことを基本 としているため,定期的に刃物の砥ぎなどの手入れが重要な仕事 となってくる。

中には名工品の研ぎそのものに魅力を感 じているボランティア者もおり,両 者共にメリッ

トを享受でき,大 きな成果をあげている。

現在のボランティア登録者 は24名 に達 し,活 動範囲も来館見学者に対する展示解説や,

体験教室,出張授業の実施支援にまで広が り,機動力アップに大きく寄与 して頂いている。

(7)広 報活動の積極化

1984年 の開館時には,積 極的な広報活動を行なってきたが,そ の後の活動にはややマン

ネ リ化の傾向があった。2004年 の開館20周 年記念巡回展を7都 市で行なうに当っては,当

館の認知度を全国べ一スで高めるために,広 告会社を巻き込んで全国的な広報活動を展開

し実績を上げた。その後はその蓄積ノウハウを積極的に活用 し,ほ ぼ内作によて広報活動

を展開し,図4.3に 示すように急激的な広報類掲載件数の増大につながっている。

2006年 には当館のホームページを全面改訂,2012年 には英語に加え中国語,韓 国語での

ページも追加 して,海 外への発信も強化 した。また2009年 からは,当 館のメールマガジン

を年4回 発刊 し,ITを 活用 した広報活動も展開 している。

図4.3当 館記事等の掲載件数の推移

5.ま と め

以上新 しい方向性の施策を行なってきた。各施策がどのような成果に寄与 したかを個別

に関連付けるのは困難であるが,全 体的には以下の成果が得られた。

1)国 内の博物館入館者数が減少傾向にある中で,当 館の入館者数は絶対人数は少ない

ものの,増 加の傾向になった。(図4.4)
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図4.41館 当 りの年間入場者と本館と多館との比較(注1)

2)各 都市に出向いて実施する巡回展により,竹 中大工道具館がより全国べ一スで認知

されるようにな り,特に静岡県,島 根県,香 川県など遠方より団体客の来館が増えた。

3)小 中学校への出張授業実施などを通 じ,神 戸市など関連団体 とのコミュニケーショ

ン・チャネルがより太 くなり,協 業体制が充実 した。

4)研 究 レベルの充実により,大 学や研究機関より論文査読などを依頼 されるようにな

った。

5)当 館が,著 名な学識者や大工職人,鍛 冶職人,左 官職人等の人達の情報交流の場と

して認識されるようにな り,多 くの情報が集まるようになった。

6)展 示を見 るだけでな く,鉋 削り等を実体験出来た事に対する人気は特 に女性来館者

に高 く,リ ピーターも増大 している。

これらの活動が評価され,2008年 には社団法人企業メセナ協議会による 「メセナアワー

ド2008メ セナ大賞部門 伝統技継承賞」を受賞することができた。また,2012年1月

に企業博物館のランキ ングが朝 日新聞上に掲載 された際 約200の 企業博物館の内,竹 中

大工道具館は14位 に位置づけられた。

1984年 の開館以来,大 工道具の歴史博物館として土台を しっか りと形成 し続けてきたこ

とが,近 年の新しい展開に繋がり,移 行されつつある生涯学習社会に対応する準備が整っ

たと考える。 また一方では,最 近,全 国各地で,建 築関係や木工関係の団体などが各地の

博物館 と協力して活動を行 うようになり,着 実にそのネ ットワークが広がってきている。

当館 もこの活動の一翼を担い,長 期間日本の伝統建築を支えてきた手道具としての大工道

具と,も のづ くりの大切さを発信 し続けることが重要と考える。
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注

1.平 成20年 度社会教育調査(博 物館調査,文 部科学省,2010年4月 公表)

(い くつかの資料は,博 物館調査データを基に筆者が加工作成した。)

2.『新 しい時代の博物館制度の在り方について』文部科学省,2007

3.『 竹 中大工道具館10年 史1984-1994」 竹中大工道具館,1995

4.『 竹 中大工道具館20年 の歩み1984-2004」 竹中大工道具館,2004
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